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第
63
回
広
島
県
公
衆
衛

生
大
会
〜
健
や
か
な
暮
ら

し
を
つ
く
る
人
々
の
集
い

〜
が
、
11
月
25
日
に
大
竹

市
の
ア
ゼ
リ
ア
お
お
た
け
・

ア
ゼ
リ
ア
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
、
県
内
各
地
か
ら
公

衆
衛
生
推
進
委
員
や
行
政

事
務
担
当
者
な
ど
、
約

3
7
0
人
が
参
集
し
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
は
、
公
衆
衛

生
の
向
上
に
日
々
努
力
す

る
個
人
や
団
体
を
称
え
、

知
識
や
体
験
を
交
流
し
あ

い
、
真
に
健
康
な
県
民
生

活
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ

と
を
ね
ら
い
に
開
催
し
て

お
り
、
式
典
や
講
演
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
県
知
事
、

県
医
師
会
長
及
び
環
保
協

理
事
長
か
ら
公
衆
衛
生
活

動
に
お
い
て
多
大
な
成
果

を
あ
げ
た
33
個
人
・
7
団

体
の
功
績
を
称
え
、
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
来
賓
で
あ
る
田
邊

広
島
県
副
知
事
、
入
山
大

竹
市
長
、
松
村
広
島
県
医

師
会
長
（
天
野
常
任
理
事

代
読
）
か
ら
祝
辞
を
い
た

だ
き
、
大
会
に
花
を
添
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
、
地
区
衛
生
組
織

代
表
者
会
議
の
今
津
俊
昭

議
長
が
大
会
宣
言
文
を
読

み
上
げ
、
積
極
的
な
活
動

が
担
え
る
人
材
育
成
を
は

じ
め
、
感
染
症
予
防
対
策

や
災
害
時
に
お
け
る
公
衆

衛
生
活
動
、
フ
レ
イ
ル
予

防
等
の
健
康
づ
く
り
お
よ

び
地
球
温
暖
化
や
海
ご
み

等
の
環
境
問
題
に
取
り
組

む
こ
と
の
必
要
性
を
宣
言

し
、
会
場
の
大
き
な
拍
手

に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
ま
し
た

（
宣
言
文
は
下
記
）。
大
会

宣
言
に
掲
げ
た
７
つ
の
項

目
は
、
向
こ
う
1
年
間
の

公
衛
協
活
動
の
柱
と
な
り

ま
す
。

　

続
い
て
「
環
境
と
健
康

の
ポ
ス
タ
ー
･
標
語
コ
ン

ク
ー
ル
優
秀
作
品
表
彰
式
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
最
優

秀
賞
や
特
別
賞
を
は
じ
め
、

開
催
地
の
大
竹
市
で
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
児
童
・
生

徒
が
出
席
し
、
田
邊
副
知

事
や
佐
藤
理
事
長
か
ら
表

彰
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
受

け
取
り
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
度
の
選
考
委
員
を
務

め
て
い
た
だ
い
た
福
田
浩

子
委
員
と
髙
尾
ひ
と
み
委

員
長
に
、
優
秀
作
品
や
コ

ン
ク
ー
ル
全
体
の
講
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後

に
全
員
で
記
念
撮
影
を
行

い
、
午
前
の
部
を
終
了
し

ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
「
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
」
と
「
講
演
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
は
、
大
竹
市
で
活

動
し
て
い
る
「
石
本
美
由

起
の
歌
を
広
め
る
会
」
に

よ
る
歌
や
踊
り
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
34
人
に
よ
る

歌
や
踊
り
が
盛
大
に
行
わ

れ
、
会
場
か
ら
は
ア
ン
コ

ー
ル
の
声
が
か
か
る
ほ
ど

熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
気
象
予
報
士
・

技
術
士
（
応
用
理
学
）・

防
災
士
で
株
式
会
社
南
気

象
予
報
士
事
務
所
代
表
取

締
役
の
南
利
幸
先
生
に
よ

る「『
な
る
ほ
ど
お
天
気
学
』

地
球
温
暖
化
と
異
常
気
象

〜
防
災
対
策
に
つ
い
て
考

え
る
〜
」
と
題
し
た
講
演

を
行
い
ま
し
た
。
広
島
の

気
象
の
特
徴
や
天
気
予
報

の
見
方
、
近
年
の
異
常
気

象
に
よ
る
災
害
に
対
す
る

対
応
な
ど
に
つ
い
て
、
ク

イ
ズ
な
ど
を
交
え
な
が
ら

楽
し
く
解
説
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
開
催
地
で
あ

る
大
竹
市
公
衆
衛
生
推
進

協
議
会
の
住
友
唯
夫
会
長

が
閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
行

い
、
大
会
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

大会宣言を読み上げる今津議長

大 会 宣 言
　私たち公衆衛生推進委員は、積み重ねられた歴史の中で、行政や他団体と協働しつつ、
自主的・組織的なコミュニティ活動をとおして、公衆衛生思想の普及向上に努めてまいり
ました。
　近年、気候変動による甚大な自然災害が発生する状況に加え、新型コロナウイルス感
染症という災禍、地球温暖化とエネルギー問題など、社会環境に応じて私たちの活動も
大きく変化することが求められています。
　これからも人々がより快適で健やかに暮らせる活力あるコミュニティの実現をめざし、
積極的な活動が担える人材育成をはじめ、行政・事業者・各種団体等と連携して、感染
症予防対策や災害時における公衆衛生活動、フレイル予防等の健康づくりおよび地球温
暖化や海ごみ等の環境問題に取り組むことが必要です。
　そこで、『健やかな暮らしをつくる人々の集い』をテーマに開催するこの大会を契機に、
次の７つの項目について、より積極的・効果的に取り組む決意を示し、地域リーダーや関
係者一同の情熱と知恵と行動力を結集し、その実現に向けて邁進することを宣言します。

一.防災・減災・復興に活かす公衆衛生活動の推進
一.フレイル予防を目的とした実践活動による健康づくりの推進
一.プラスチックごみや不法投棄ごみの撲滅による生活空間の美観の確保と快
　 適な環境づくりの推進
一.住民・行政・事業者の連携による脱温暖化のまちづくりの推進
一.日常的な感染症の予防活動（手洗い、うがい、マスク着用）の推進
一.積極的な活動が担える人材育成とあらゆる主体と連携した活動の推進
一.上記の６つの項目を実現するためのコミュニティ組織づくりの推進および
　 強化

令和４年11月25日
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７つの活動指針採択７つの活動指針採択７つの活動指針採択
快適で健やかに暮らせる活力あるコミュニティの実現をめざす快適で健やかに暮らせる活力あるコミュニティの実現をめざす快適で健やかに暮らせる活力あるコミュニティの実現をめざす

　

公
衆
衛
生
推
進
委
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、

健
康
と
環
境
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い

て
い
る
皆
さ
ま
に
は
、
平
素
か
ら
地
域
に
根
付

い
た
活
動
を
通
じ
て
、
県
民
の
健
康
づ
く
り
と

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
の
第
8
波
の
中
、
大
竹

市
公
衛
協
の
ご
協
力
の
も
と
、
第
63
回
広
島
県

公
衆
衛
生
大
会
を
開
催
し
、
人
々
が
よ
り
快
適

で
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
活
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
実
現
を
目
指
し
て
、「
防
災
・
減
災
・
復
興

に
活
か
す
公
衆
衛
生
活
動
の
推
進
」「
フ
レ
イ

ル
予
防
を
目
的
と
し
た
実
践
活
動
に
よ
る
健
康

づ
く
り
の
推
進
」
な
ど
、
7
つ
の
項
目
を
宣
言

し
ま
し
た
。
公
衆
衛
生
推
進
委
員
の
皆
さ
ま
に

は
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

今
年
5
月
に
は
、
広
島
県
で
G
7
広
島
サ

ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
協
会
は
昨
年
11

月
に
広
島
サ
ミ
ッ
ト
県
民
会
議
の
会
員
と
な

り
、
宮
島
を
は
じ
め
県
内
観
光
地
の
食
品
衛
生

指
導
や
衛
生
管
理
の
取
り
組
み
状
況
の
確
認
の

業
務
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
微
力

な
が
ら
サ
ミ
ッ
ト
の
成
功
に
貢
献
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
協
会
の
第
2
次
経
営
ビ
ジ
ョ

ン
が
始
ま
る
年
で
す
。
基
本
理
念
を
「
み
ん
な

の
生
命
（
い
の
ち
）
を
ま
も
り
た
い
」
を
継
続

す
る
強
い
意
志
を
示
す
た
め
に
「
み
ん
な
の
生

命
（
い
の
ち
）
を
ま
も
り
つ
づ
け
た
い
」
と
し
、

経
営
ビ
ジ
ョ
ン
は「
環
保
協
ビ
ッ
グ
・
ピ
ク
チ
ャ
ー

2
0
3
3　

信
頼
と
技
術
で
『
価
値
を
共
創
』

す
る
環
保
協
」
と
し
ま
し
た
。
役
職
員
一
同
、
一

人
ひ
と
り
が
協
会
と
地
域
社
会
の
持
続
的
な
発

展
に
つ
な
が
る
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
、
強

い
想
い
を
持
っ
て
事
業
に
取
り
組
む
所
存
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
も
協
会
運
営

に
引
き
続
き
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
ご
発
展
と
ご
健

康
を
祈
念
し
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

理事長　佐藤　均
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11
月
25
日
に
大
竹
市
で

開
催
さ
れ
た
第
63
回
広
島

県
公
衆
衛
生
大
会
の
席
上

で
、「
環
境
と
健
康
の
ポ

ス
タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク
ー

ル
優
秀
作
品
表
彰
式
」と
、

「
受
賞
作
品
の
展
示
」
を

行
い
ま
し

た
。

　

平
日
の

開
催
に
も

関
わ
ら

ず
、
表
彰

式
で
は
、

最
優
秀

賞
、
特
別

賞
、
県
大

会
開
催
地

で
あ
る
大

竹
市
の
優

秀
賞
を
受

賞
し
た
児

童
・
生
徒
18
人
が
出
席
し
、

受
賞
し
た
自
分
の
作
品
が

会
場
に
紹
介
さ
れ
る
中
、

各
賞
の
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
か

ら
表
彰
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー

を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
の
後
、
選
考
委

員
か
ら
講
評
を
い
た
だ

き
、
福
田
委
員
か
ら
ポ
ス

タ
ー
に
つ
い
て
、「
素
晴
ら

し
い
作
品
が
多
い
の
で
す

が
、
誤
字
・
脱
字
は
選
考

外
に
な
る
の
で
残
念
な
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。
ど
う

か
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。」
と
選
考
す

る
際
の
思
い
を
お
話
に
な

り
、
髙
尾
委
員
長
か
ら
標

語
と
コ
ン
ク
ー
ル
の
総
評

で
、
こ
の
事
業
に
参
加
し

て
い
る
公
衛
協
の
推
進
委

員
、児
童
・
生
徒
、保
護
者
、

学
校
関
係
者
に
対
す
る
お

礼
の
言
葉
の
後
、「
最
近

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

で
情
報
を
得
て
、
世
相
を

反
映
し
た
作
品
が
増
え
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と

も
っ
と
自
然
に
触
れ
て
、

自
分
が
体
験
し
た
こ
と
を

作
品
に
織
り

込
ん
で
ほ
し

い
と
思
い
ま

す
。」
と
お

話
さ
れ
ま
し

た
。

　

最
後
に

出
席
者
全

員
が
ト
ロ

フ
ィ
ー
を
持

ち
、
記

念

撮
影
を
行
い

ま
し
た
。
表

彰
式
が
終
わ
っ
た
安
心
感

か
ら
か
、
保
護
者
や
公
衛

協
関
係
者
が
構
え
る
カ
メ

ラ
に
向
か
っ
て
、
笑
顔
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

受
賞
作
品
の
展
示
は
昼

食
会
場
で
行
い
、
公
衛
協

の
み
な
さ
ん
は
受
賞
作
品

を
眺
め
、
話
題
に
し
な
が

ら
の
昼
食
と
な
り
ま
し

た
。（

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　広島県が進める海洋プラスチックごみ対
策の一環として、幅広い業種の企業や団体・
行政などをメンバーとする「ＧＲＥＥＮ　ＳＥＡ
　瀬戸内ひろしま・プラッ
トフォーム」通称「ＧＳＨＩＰ
（ジーシップ）」の会員ら13
企業・団体から 68 人が参
集し、尾道市因島のしまな
みビーチと梶ノ鼻海岸を清
掃しました。
　因島には、県が定期的に
漂着ごみの実態調査をして
いる地点が 4 海岸あり、こ
のうち、漂着ごみが少ない
「しまなみビーチ」と漂着ご
みが多い「梶ノ鼻海岸」を会
場として選定し、目指すべき
姿の海岸と清掃が必要な海岸を感じてもら
うねらいをもって実施しました。
　しまなみビーチでは、「マイクロプラスチ
ック」をテーマとし、漂着ごみの清掃をしつ
つ、配布した紙コップに見つけたマイクロプ
ラスチックを集めました。赤や青、黄色など
の硬質プラスチック片、発泡スチロールくず
などが多数集まり、参加者同士で「どこから
来たのか」「小さくなると集めにくい」などの
意見交流が行われました。
　梶ノ鼻海岸は、実態調査においても多数

のごみが漂着しており、海岸へのアクセスも
難しいことから、ほとんど人が入らない海岸
です。ペットボトルやフロートなど、プラスチ

ックごみを中心に清掃を行
いました。
　回収したごみの量は、2
会場を合わせて 210ｋｇと
なり、2t のロングトラックに
山盛りいっぱいになりまし
た。
　清掃活動の後、しまなみ
ビーチに集合して、清掃活
動の成果の報告や海洋ごみ
についての学習会などを行
い、2050年までに新たに
流入する海洋プラごみゼロ
を目指し、協力して取り組も

うという思いを共有しました。
（地域活動支援センター）

表彰式に受賞者 18 人が参加
環境と健康のポスター・標語コンクール事業

令和４年度

しまなみビーチで回収されたマイクロ
プラスチック（上）、梶ノ鼻海岸で
清掃する参加者（下）

回収したごみでトラックがいっぱいに

会員連携 海岸一斉清掃活動会員連携 海岸一斉清掃活動会員連携 海岸一斉清掃活動
210kg のごみを回収210kg のごみを回収210kg のごみを回収

　

当
協
会
は
、
12
月
5
日

に
令
和
4
年
度 

保
健
所
・

市
町
水
道
担
当
者
研
究
協

議
会
を
公
衆
衛
生
会
館
講

堂
で
開
催
し
ま
し
た
。
当

日
は
広
島
県
を
は
じ
め
、

県
内
各

市
町
の

水
道
事

業
に
携

わ
る
関

係
者
が

会
場
お

よ
び
オ

ン
ラ
イ

ン
で
多

数
ご
参
加
い
た
だ
き
、
盛

況
の
う
ち
に
閉
会
し
ま
し

た
。

　

本
協
議
会
は
、
水
道
水

を
つ
く
る
県
内
水
道
事
業

体
、
保
健
所
行
政
お
よ
び

水
質
分
析
を
行
う
当
協
会

の
3
者
の
情
報
交
換
の
場

と
し
て
、
１
９
８
８（
昭
和

６３
）
年
か
ら
開
催
し
て
い

ま
し
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
令

和
２
、
３
年
度
は
中
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
３
年
ぶ

り
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
来
賓
と
し

て
広
島
県
健
康
福
祉
局 

食
品
生
活
衛
生
課
課
長
菊

池
和
子
様
、
広
島
市
水
道

局
次
長
松
岡
俊
典
様
、
福

山
市
上
下
水
道
局
施
設
部

長
鴫
田
佳
樹
様
（
水
質
管

理
セ
ン
タ
ー
所
長
黒
川
代

理
）を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

特
別
講
演
に
は
、
公
立

大
学
法
人
県
立
広
島
大
学

の
江
戸
克
栄
先
生
か

ら「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
用
い
た
災
害
時
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
」と
題
し
て
、災

害
時
の
水
に
対
す
る

住
民
行
動
と
意
識

調
査
の
事
例
を
ふ
ま
え
、

適
切
な
避
難
行
動
の
た
め

の
災
害
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
、
示
唆
に
富
ん
だ
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ
れ
に
続
き
、
広
島
県

健
康
福
祉
局　

食
品
生
活

衛
生
課
の
川
西
主
任
か
ら

「
水
道
に
お
け
る
ク
リ
プ

ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
等
対
策

指
針
に
つ
い
て
」
と
題
し
、

浄
水
場
の
ろ
過
施
設
の
説

明
と
広
島
県
内
の
ク
リ
プ

ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
等
の
対

策
に
つ
い
て
情
報
が
提
供

さ
れ
、
大
変
参
考
に
な
る

講
演
で
し
た
。

　

多
発
す
る
大
雨
や
土
砂

災
害
な
ど
の
激
甚
化
す
る

自
然
災
害
、
い
つ
ま
た
平

成
30
年
7
月
の
よ
う
な
豪

雨
災
害
が
起
き
な
い
と
も

限
り
ま
せ
ん
。当
協
会
は
、

本
研
究
協
議
会
か
ら
得
ら

れ
る
知
見
や
関
係
性
を
糧

に
し
、
水
質
検
査
を
通
じ

て
災
害
時
に
お
い
て
も
、

安
全
・
安
心
な
水
道
水
の

供
給
を
今
後
と
も
支
え
て

い
き
ま
す
。

　
　

  

（
業
務
開
発
課　

笠
井 

佳
子
）

水
道
担
当
者
研
究
協
議
会
開
催

来場者に笑顔とトロフィーを見せる受賞児童・生徒とポスター・標語コンクー
ル事業関係者

各賞の表彰を受ける児童・生徒

受賞作品の展示を見る参加者

災害時のコミュニケーション戦略について
説明する江戸克栄先生

初
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
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災
害
が
発
生
し
た
際
、

公
園
や
道
路
に
ご
み
が
山

の
よ
う
に
積
み
あ
が
っ
て

い
た
り
、
行
政
が
指
定
す

る
一
次
仮
置
き
場
に
長
い

車
の
列
が
で
き
て
い
る
映

像
を
見
た
記
憶
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
広
島
に
お
い
て

も
平
成
30
年
7
月
豪
雨
の

際
、
災
害
ご
み
の
置
き
場

が
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

災
害
に
よ
る
混
乱
、
復

旧
へ
の
焦
り
、
や
り
場
の

な
い
怒
り
な
ど
、
現
場
で

は
分
別
ど
こ
ろ
で
は
な
い

と
い
う
気
持
ち
も
わ
か
り

ま
す
の
で
、
平
時
か
ら
備

え
て
い
れ
ば
、
い
ざ
と
い

う
時
に
災
害
ご
み
を
分
別

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

災
害
ご
み
も
、
最
終
的

に
は
分
別
さ
れ
て
処
理
さ

れ
ま
す
。
大
き
な
災
害
が

起
こ
る
と
、
行
政
は
初
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
い
、
一
次

仮
置
き
場
を
開
設
し
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
不
燃
物
・

家
電
類
・
石
膏
ボ
ー
ド
・

可
燃
物
な

ど
10
分
別

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
早

く
搬
出
し
よ
う
と
、
無
分

別
に
一
次
仮
置
き
場
に
持

ち
込
ん
で
し
ま
う
と
、
積

み
下
ろ
し
場
で
分
別
す
る

こ
と
に
な
り
、
時
間
も
か

か
っ
て
、
結
果
的
に
大
渋

滞
が
発
生
し
、
み
ん
な
の

イ
ラ
イ
ラ
が
増
え
て
い
く

と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て

し
ま
う
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
独
居
の
高
齢
者

や
車
が
被
災
し
た
り
、
車

を
持
た
な
い
家
庭
な
ど
、

自
力
で
ご
み
の
搬
出
が
困

難
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

共
助
・
近
助
で
地
域
の

復
旧
を
め
ざ
す
に
あ
た

り
、
地
域
内
の
空
地
、
駐

車
場
、
田
畑
な
ど
の
私
有

地
を
、
一
時
的
に
そ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
「
零
次
仮
置

き
場
」
と
し
て
使
え
る
よ

う
に
、
調
整
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
を

活
か
し
、
平
時
の
う
ち
に
、

地
権
者
や
行
政
と
連
携

し
、
零
次
仮
置
き
場
の
使

い
方
、
原
状
復
帰
方
法
を

調
整
し
、
災
害
ご
み
に
対

す
る
備
え
を
一
緒
に
考
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　11 月 9 日、ひろしま気候変動適応
セミナーを無事開催することができま
した。会場・オンラインの同時開催は
初の試みではございましたが、たくさ
んの方にご参加いただき、誠にありが
とうございました。
　この度のセミナーでは、国立環境研
究所気候変動適応センターの向井セン
ター長をお招きし、世界の気候変動に
関する現状と、日本では短時間強雨や
大雨の発生、日最高気温が 30℃以上
の日が増えているなどの観測結果と将
来発生するであろう気温や生態系の予
測についてご紹介いただき、気候変動

の緩和・適応策の関
係についてお話しい
ただきました。
　また、広島県の事

例として、農業技術センターの大川次
長から、農業分野では気温上昇により
高温になると、水稲の米粒の品質低下
やブドウの着色不良などの発生が懸念
されていること、その対策として高温
下でも醸造適正の高い酒米の育成やブ
ドウ「安芸クイーン」の着色向上の研
究が進められていることが発表されま
した。　林業技術センターの坂田部長
からは、林業分野で高温の影響により
春先に植栽した苗木が枯損してしまうこ
と、その対策としてコンテナ苗の生産
や、成長の早い樹種「コウヨウザン」
の利用の研究が進められていることが
発表され、終わりに広島県環境県民
局環境政策課の渡邉課長から広島
県の気候変動対策に関する施策に
ついて紹介がありました。
　これからもひろしま気候変動適応
センターでは、気候変動の影響と適
応に関する情報を発信していきま
す。

（ひろしま気候変動適応センター）

　

今
回
は
、
現
在
県
が
整

備
を
進
め
て
い
る
、
新
た

な
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

現
在
、
広
島
県
で
は
、

県
の
「
動
物
愛
護
管
理
推

進
計
画
」
に
掲
げ
る
基
本

理
念
で
あ
る
「
人
と
動
物

と
の
調
和
の
と
れ
た
共

生
社
会
」
を
実
現
す
る

た
め
の
拠
点
と
し
て
、
広

島
空
港
付
近
の
県
有
地
に

新
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
の

整
備
を
進
め
て
お
り
、
令

和
５
年
８
月
の
供
用
開
始

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

広
島
県
は
全
国
的
に
も

収
容
さ
れ
る
犬
猫
の
頭
数

が
多
い
県
で
す
が
、
昭
和

５５
年
に
設
置
さ
れ
た
現
在

の
セ
ン
タ
ー
は
、
譲
渡
用

犬
猫
の
効
果
的
な
展
示
施

設
が
な
く
、
犬
猫
の
返
還

譲
渡
の
促
進
に
適
し
た
構

造
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新

セ
ン
タ
ー
は
、
そ
う
し
た

問
題
点
を
改
善
し
、
譲
渡

促
進
や
動
物
愛
護
・
適
正

飼
養
の
さ
ら
な
る
啓
発
が

可
能
な
施
設
に
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
。
広
い
芝
生
広

場
や
、
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
使

用
で
き
る
研
修
室
、
譲
渡

用
の
犬
猫
と
ふ
れ
あ
う
こ

と
が
で
き
る
展
示
室
な

ど
、
魅
力
的
な
設
備
を
備

え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

獣
医
療
設
備
を
充
実
さ

せ
、
収
容
施
設
は
運
動
ス

ペ
ー
ス
を
含
む
十
分
な
面

積
を
確
保
し
、
飼
養
環
境

の
改
善
を
図
り
、
動
物
福

祉
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
県
が
実

施
し
て
き
た
譲
渡
会
や
動

物
愛
護
教
室
等
に
加
え

て
、
週
末
に
は
、
民
間
事

業
者
、
動
物
愛
護
団
体
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
周
辺
企

業
と
も
連
携
し
た
イ
ベ
ン

ト
開
催
を
計
画
し
て
お

り
、
セ
ン
タ
ー
が
明
る
く

楽
し
い
雰
囲
気
で
、
多
く

の
人
が
集
ま
る
施
設
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

皆
さ
ま
も
是
非
一
度
、

新
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
い

た
だ
き
、
動
物
愛
護
・
適

正
飼
養
に
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

（
広
島
県
健
康
福
祉
局

食
品
生
活
衛
生
課
）

現センターの課題を改善
動物愛護センター移転整備動物愛護センター移転整備動物愛護センター移転整備

③

④

セミナー会場で受講する参加者

事
前
協
議
で
零
次
置
き
場
を

事
前
協
議
で
零
次
置
き
場
を

事
前
協
議
で
零
次
置
き
場
を

『
分
別
』
で
差
が
出
る
復
旧

『
分
別
』
で
差
が
出
る
復
旧

『
分
別
』
で
差
が
出
る
復
旧

ひろしま気候変動適応セミナーを開催ひろしま気候変動適応セミナーを開催ひろしま気候変動適応セミナーを開催
農業・林業分野の事例を紹介農業・林業分野の事例を紹介農業・林業分野の事例を紹介

出口 入口
受付・台数確認

不燃物

・家電４品目
・その他家電

処理困難物
（危険物）

石膏
ボード

スレー
ト板

可燃物

・畳 ・布団 ・家具等その他

金属類

木くず

コンクリート
がら

廃棄物
混入土砂

家電類

場内一方通行

④気候変動の緩和・適応策の関係

少
し
で
も
分
別
さ
れ
た
零
次
仮
置
き
場
の

回
収
は
ス
ム
ー
ズ

行政の初動マニュアルに記される一次仮置き場のレイアウト例

新しい動物愛護センターイメージ俯瞰図（上）、正面図
（下）
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近
年
、
国
の
特
別
天
然

記
念
物
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
と
中
国
原
産
の
外
来

種
チ
ュ
ウ
ゴ
ク
オ
オ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
交
雑
種
が

各
地
で
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
広
島
県
で
は
、
広
島

市
佐
伯
区
の
八
幡
川
付
近

に
お
い
て
昨
年
5
月
に
初

め
て
交
雑
種
が
発
見
さ
れ

て
以
来
、
計
27
匹
の
交
雑

種
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す

（
11
月
末
日
現
在
）。
こ
の

よ
う
な
、
在
来
種
と
外
来

種
の
交
雑
に
よ
る
影
響
は

「
遺
伝
的
攪
乱
」
と
呼
ば

れ
、
外
来
種
に
よ
る
生
態

系
へ
の
影
響
の
ひ
と
つ
と

し
て
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
で
は
、
遺
伝
的
攪
乱

が
起
こ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ

る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

在
来
種
と
外
来
種
の
交

雑
に
よ
り
生
じ
る
子
ど
も

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
伝

子
が
混
在
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

交
雑
が
進
む
こ
と
で
「
純

粋
な
在
来
種
」
が
消
え
て

し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
実
際
、
京
都
の
鴨
川

水
系
で
は
、
生
息
す
る
オ

オ
サ
ン
シ

ョ
ウ
ウ
オ

の
う
ち
90

％
以
上
が

交
雑
種
で

あ
る
こ
と

が
明
ら
か

に
な
っ
て

お
り
、
広

島
県
も
同

様
の
状
況

に
陥
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

交
雑
種
は
在
来
種
と
も
外

来
種
と
も
異
な
る
た
め
、

保
護
お
よ
び
駆
除
等
の
判

断
が
難
し
い
と
い
う
課
題

も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
遺
伝
的
攪

乱
が
生
じ
る
例
と
し
て
、

ホ
タ
ル
の
放
流
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
ホ
タ
ル
の
よ
う

に
移
動
能
力
が
な
い
昆
虫

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
ご

と
に
特
有
の
遺
伝
子
の
組

成
を
持
つ
こ
と
が
分
か
っ

て
お
り
、
例
え
ば
同
じ
ゲ

ン
ジ
ボ
タ
ル
で
も
、
東
日

本
と
西
日
本
で
は
光
の
点

滅
の
間
隔
が
大
き
く
異
な

り
ま
す
。
ま
た
、
目
に
見

え
て
大
き
な
違
い
が
な
く

と
も
、
遺
伝
的
に
は
地
域

ご
と
に
大
き
な
違
い
が
あ

る
の
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
ホ
タ
ル

の
減
っ
て
し
ま
っ

た
地
域
に
お
い

て
、
環
境
保
全
等

の
目
的
で
本
来
そ

の
地
域
に
生
息
し

て
い
な
い
ホ
タ
ル

の
幼
虫
を
放
流
す
る
と
、

も
と
も
と
そ
の
地
域
に
生

息
し
て
い
た
ホ
タ
ル
と
新

た
に
放
流
さ
れ
た
ホ
タ
ル

の
間
で
交
雑
が
起
こ
り
、

地
域
特
有
の
遺
伝
子
の
組

成
が
失
わ
れ
る
、
つ
ま
り

遺
伝
的
多
様
性
（
＝
生
物

多
様
性
）
の
減
少
に
つ
な

が
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

な
い
の
で
す
。

　

ホ
タ
ル
に
限
ら
ず
、
減

っ
て
し
ま
っ
た
生
き
物
を
守

る
た
め
に
は
、
放
流
・
放

逐
に
よ
る
数
の
増
加
で
は

な
く
、
生
き
物
が
生
息
す

る
環
境
そ
の
も
の
を
整
え

る
こ
と
が
重
要
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
地
域
支
援
課　

吉
井
隼
平
）

　11 月 11 日、広島県民文化センター
にて中国四国水道微生物問題研究会第
一回研究集会および設立シンポジウムが
開催されました。本研究会は、水道の微
生物学的な安全性の維持と向上及び安
全な水道水の供給のための様々な問題
等の解決に向けた活動を行うことを趣旨
に設立されました。発起人として岡山理
科大学獣医学部教授の黒木俊郎氏（代
表）、県立広島大学生物資源科学部教授
の橋本温氏（研究会事務局）、公益財団
法人岡山県健康づくり財団の渡辺晃正

氏、そして当協会の食品衛生課の和田貴
臣課長の４名でスタートしました。
　今回の研究会では、特別講演に国立
保健医療科学院上席主任研究官の島崎
大氏による、「水道の微生物リスク制御
に関する取組みと課題」について講演が
ありました。また、基調講演には、発起
人の黒木氏による「クリプトスポリジウム
について」、橋本氏による「定量的微生
物リスク評価（QMRA）による水道の管
理」、そして渡辺氏、和田らによる総合
討論が行われました。
　参加者は、中国四国地域の水道事業
体を中心とした行政機関や検査機関そし
て大学の関係者、約 70 名でした。最後
に発起人代表の黒木氏より、今後も「水
道の安全性の確保」をテーマに技術研修
会など最新情報が共有できる研究会を目
指していきたいとの言葉で閉会されまし
た。

（食品衛生課　和田 貴臣）研究会には各関係者約 70 名が集った

遺伝的攪乱のイメージ図

見えないところで進む侵略見えないところで進む侵略
安易な放流に注意安易な放流に注意

　

2
0
2
3

年
5
月
19
日

〜
21
日
の
3

日
間
、
広
島

県
で
G
7
広

島
サ
ミ
ッ
ト

が
開
催
さ
れ

ま
す
。
サ
ミ

ッ
ト
で
は
、

世
界
経
済
、

地
域
情
勢
、

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
球

規
模
の
課
題
に
つ
い
て
、

率
直
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
す
。
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
の

成
功
と
広
島
の
更
な
る
発

展
に
向
け
、
産
官
学
が
一
体

と
な
っ
た
地
元
関
係
団
体

で
構
成
す
る
「
広
島
サ
ミ

ッ
ト
県
民
会
議
」
が
7
月

21
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

当
協
会
も
「
医
療
・
衛
生
」

関
係
の
構
成
団
体
会
員
と

し
て
応
援
し
て
い
ま
す
。

外来種 在来種

交雑種 在来種

繰り返しにより
純粋な在来種
が減少

中国四国水道微生物問題研究会が発足
水道の安全性の確保を

　

県
衛
連
は
、
財
源
難
か

ら
設
立
時
に
収
支
予
算
を

提
案
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

予
算
ゼ
ロ
で
は
前
に
進
め

な
い
た
め
、
苦
肉
の
策
と

し
て
澤
崎
初
代
会
長
と
日

本
公
衆
衛
生
協
会
広
島
県

支
部
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
数
万

円
を
借
用
し
、
初
年
度
予

算
と
し
て
つ
じ
つ
ま
を
合

わ
せ
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
事
務
局
で
あ

る
県
公
衆
衛
生
課
が
財
政

課
と
何
度
も
交
渉
を
重

ね
、
そ
の
結
果
「
地
区
組

織
育
成
委
託
事
業
費
」
の

名
目
で
財
源
を
捻
出
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
１
９
５
８
（
昭
和

３
３
）
年
４
月
、
県
知
事

と
県
衛
連
の
間
で
受
託
の

た
め
の
初
契
約
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
財
源
は
、

指
導
者
養
成
の
た
め
の
講

習
会
や
研
修
会
、
広
報
紙

「
公
衆
衛
生
」（
現
在
の「
環

境
と
健
康
」
の
前
身
）
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
な
ど

に
充
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

委
託
費
は
、
年
度
を
追

う
ご
と
に
着
実
に
増
え
て

い
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

県
の
上
層
部
に
も
住
民
活

動
の
成
果
が
認
め
ら
れ
た

証
拠
で
も
あ
り
ま
し
た
。
一

方
で
、
運
営
に
係
る
財
源

の
問
題
は
続
き
ま
す
。
委

託
費
は
あ
く
ま
で
事
業
に

係
る
も
の
で
あ
り
、
役
員

会
や
代
議
員
会
な
ど
の
運

営
費
に
は
使
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
従
っ
て
、
仕
事
を

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
運
営
に

必
要
な
資
金
は
不
足
し
て

い
き
ま
し
た
。

　
一
連
の
こ
う
し
た
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
は
、
設

立
時
に
決
め
た
理
事
１０
名

制
で
は
十
分
で
な
い
と
判

断
し
、
１
９
５
９
（
昭
和

３４
）
年
３
月
に
規
約
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。
１０
名

だ
っ
た
理
事
を
保
健
所
単

位
で
２５
名
に
増
や
し
、
議

決
機
関
で
あ
る
代
議
員
を

２５
名
か
ら
市
町

村
公
衛
協
単

位
な
ど
で
１
１

４
名
と
し
ま
し

た
。
こ
の
体
制

変
更
に
よ
り
、

懸
案
で
あ
っ
た

市
町
村
公
衛

協
の
分
担
金
制

度
が
議
決
さ

れ
、
県
衛
連
設

立
後
１
年
４
カ

月
に
し
て
の
大

改
革
で
自
主
財

源
の
道
が
開
か
れ
た
の
で

す
。（経

営
企
画
課　

山
下
祐
治
）

※
こ
れ
ま
で
の
流
れ
は
環

保
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

情
報
紙
「
環
境
と
健
康
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

県
か
ら
の
委
託
事
業
で
指
導
者
養
成
な
ど

分
担
金
制
度
で
運
営
費
を
捻
出

分
担
金
制
度
で
運
営
費
を
捻
出

④財源と体制づくり

資金捻出について議論する市町村公衛協会議
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新
し
く
導
入
し
た
聴
力

検
査
車
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン

バ
ス
の
よ
う
な
大
型
車
両

で
は
な
く
、
普
通
車
に
防

音
室
を
備
え
つ
け
、
聴
力

検
査
に
特
化

し
た
全
国
で

も
珍
し
い
特

殊
車
両
で

す
。

　

聴
力
検
査

を
正
し
く
行

う
た
め
に

は
、
周
囲
の

雑
音
か
ら
遮

断
さ
れ
た
静

か
な
場
所
で
検
査
す
る
必

要
が
あ
り
、
ま
た
、
騒
音

作
業
従
事
者
を
対
象
と
し

た
、
よ
り
詳
し
い
聴
力
検

査
に
お
い
て
は
、
そ
の
検

査
環
境
が
直
接
検
査
結
果

に
影
響
す
る
た
め
、
よ
り

適
正
な
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
騒
音
作

業
従
事
者
を
対
象
と
し
た

詳
し
い
聴
力
検
査
を
実
施

す
る
場
合
や
、
健
診
会
場

が
狭
く
検
査
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
で
き
な
い
場
合
に
限

り
、
必
要
に
応
じ
て
組
立

式
の
防
音
室
を
健
診
会
場

や
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
設
置

し
て
い
ま
し
た
。
防
音
室

の
組
み
立
て
や
持
ち
運
び

に
は
時
間
や
労
力
を
要

し
、
健
診
ス
タ
ッ
フ
の
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
一
部
の
健
診

現
場
に
限
る
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
聴
力
検
査
車
の

導
入
に
よ
り
、
以
前
の
よ

う
な
組
み
立
て
作
業
も
必

要
な
く
、
普
通
車
サ
イ
ズ

で
あ
る
た
め
広
い
駐
車
ス

ペ
ー
ス
も
不
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
多
く
の
健
診
現

場
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
検
査
環
境
を
整

え
る
だ
け
で
は
な
く
、
検

査
を
受
け
ら
れ
る
皆
さ
ま

の
ご
協
力
も
不
可
欠
で

す
。

　

特
に
、
騒
音
職
場
で
働

く
皆
さ
ま
、「
作
業
後
、

す
ぐ
に
検
査
を
う
け
て
い

ま
せ
ん
か
？
」
騒
音
作
業

後
は
聴
力
が
低
下
し
て
い

ま
す
。
聴
力
検
査
は
作
業

前
か
、
作
業
終
了
2
時
間

以
上
経
過
し
た
後
に
行
う

の
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
少
な
く
と

も
作
業
後
30
分
位
経
っ
て

か
ら
検
査
を
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
正
し
く

検
査
を
行
う
た
め
、
検
査

目
的
を
十
分
理
解
し
て
受

診
い
た
だ

く
よ
う
ご

協
力
を
お

願
い
し
ま

す
。

　

今
後
も

聴
力
検
査

車
を
活
用

し
、
受
診

者
の
皆
さ

ま
に
よ
り

安
心
し
て

検
査
を
受

け
て
い
た

だ
け
る
よ

う
、
引
き

続
き
、
快

適
な
受
診
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
　

  

（
巡
回
健
診
課　

入
迫 
真
寿
美
）

　2022 年 7 月に日本動
脈硬化学会より、動脈硬化
性疾患予防に関するガイド
ラインが新しく発表されまし
た。動脈硬化とは、血管の
内側にコレステロールなど
が付着して血管が狭く硬く
なり、血液の流れが悪くなった状態で
す。進行すると血栓（血の塊）が詰まり、
狭心症・心筋梗塞（冠動脈疾患）や
脳梗塞などを引き起こし、生命や生活
に重大な影響を与えます。
　今回のガイドラインでは、動脈硬化
のリスクの一つであるトリグリセライド
（中性脂肪）の診断基準に、随時（非
空腹時）採血の数値が追加されまし
た。非空腹時でも値が高いと動脈硬
化性疾患の発症や死亡リスクを高める
ことが示されたためです。空腹時採血
150mg/dl 以上または随時採血
175mg/dl 以上が高ト
リグリセライド血症と診
断されます。（右表）
　動脈硬化は定期的な
健診の受診による状況
把握と、生活習慣の改
善による予防が大切で
す。生活習慣の改善は
ガイドラインでもすすめ
られ、今回から「飲酒」

の項目が追加されました。多
量飲酒は動脈硬化の危険因
子になります。適正飲酒「1
日 1 合未満、週 3～ 4 日」
を守り、過剰摂取を控えま
しょう。食事については、動
物性脂肪を控え、大豆・魚・

野菜・海藻・キノコ・雑穀などの未
精製穀類を取り合わせ、減塩を意識し
た日本食パターン（主食＋主菜＋副菜）
にすることがすすめられています。タ
バコは血管を傷つけるため、禁煙する
ことも大切です。また、日々の身体活
動を増やすことも効果的です。1 日合
計 30 分以上の運動を、週 3 回以上
実施することを心がけましょう。
　毎日の生活の中で積極的に予防に
取り組み、体内のライフラインとも言
える血管の若々しさを保ちましょう。

　　  　（健康支援課　西川 真由子）

42　聴力検査

■
業
務
の
内
容
は
？　

　

焼
海
苔
、
味
付
海
苔
、

ば
ら
干
し
海
苔
、
海
苔
佃

煮
の
４
種
類
20
銘
柄
を
扱

っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も

全
国
の
海
苔
産
地
か
ら
海

苔
原
料
を
厳
選
し
て
自
社

で
仕
入
れ
、
銘
柄
ご
と
の

味
や
香
り
に
仕
立
て
て
自

社
生
産
を
し
て
い
ま
す
。

■
認
証
を
拡
大
取
得
す
る

経
緯
は
？

　

加
工
の
り
を
生
産
し
て

い
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
よ
り
リ
ス
ク
が
高
い

佃
煮
も
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
工
場
内
全
て

で
認
証
を
受
け
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。

■
加
工
の
り
製
造
業
と

比
べ
て
苦
労
し
た
点
は
？

　

審
査
担
当
の
方
か
ら
、

除
菌
に
関
し
て
厳
し
い
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
。
加
工

の
り
と
比
べ
乾
燥
物
で
は

な
い
分
、
微
生
物
汚
染
に

よ
る
リ
ス
ク
が
高
い
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
製
造
作
業
の
中
で
、

い
か
に
微
生
物
に
よ
る
リ

ス
ク
を
減
ら
す
か
、
気
を

付
け
ま
し
た
。

■
認
証
取
得
の
成
果

　

加
工
の
り
と
は
違
っ
た

微
生
物
汚
染
リ
ス
ク
が
高

い
佃
煮
を
取
り
扱
う
上

で
、
自
信
を
持
っ
て
販
売

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
関

東
の
有
名
店
50
店
舗
に
常

時
展
開
で
き
、
売
り
上
げ

も
伸
び
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
加
熱
工
程

で
す
。
瓶
詰
後
の
２
次
殺

菌
で
は
、
高
額
な
滅
菌
・

殺
菌
装
置
も
導
入
し
ま
し

た
。
安
全
・
安
心
を
最
優

先
す
べ
く
、
手
洗
い
場
の

増
設
な
ど
必
要
な
工
事
も

行
い
ま
し
た
。
そ
の
他
、

基
本
的
な
２
重
３
重
の
手

洗
い
な
ど
、
必
要
な
工
程

管
理
を
し
っ
か
り
守
っ
て
い

く
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま

す
。

■
消
費
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル

　

わ
が
社
は
、
江
戸
時
代
、

広
島
市
南
区
の
大
河
（
お

お
こ
う
）
と
い
う
浜
で
の

漁
師
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
元
々
は
広
島
だ
け
で

し
た
が
、
全
国
へ
、
そ
し

て
海
外
へ
業
態
を
展
開
し

て
い
く
上
で
も
H
A
C
C

P
の
取
得
は
必
須
で
し

た
。

　

海
苔
佃
煮
の
商
品
開
発

に
は
５
年
掛
か
り
ま
し
た

が
、
自
信
の
持
て
る
味
に

た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
焼

海
苔
や
味
付
海
苔
に
使
う

ヒ
ト
エ
グ
サ
（
海
藻
）
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登録日：2007年10月29日（加工のり製造業）
　　　 2022年9月26日（煮豆・佃煮製造業）
所在地：山県郡安芸太田町大字上殿720
創　業：1949年（昭和24年）
話し手：社長　　三村　一郎 様

34 株式会社 三國屋
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健康づくり
話題の

随時（非空腹時）のトリグリセライド（中性脂肪）の基準値が
追加設定された

定期的な健診受診と早めの予防を定期的な健診受診と早めの予防を定期的な健診受診と早めの予防を
～予防に関する新ガイドライン発表～～予防に関する新ガイドライン発表～～予防に関する新ガイドライン発表～

　県は、食品衛生基準を満たした製造・加工施設につい
て、独自に認証する制度を実施しています。適合した施設
は、商品に『認証マーク』を貼ることができます。当協会は
認証機関として、食品衛生管理の認証・更新審査や指導な
どを行っており、このシリーズでは、当協会が認証した事業
者の声を紹介し、食品衛生管理の重要性を伝えていきます。

（出典：日本動脈硬化学会「動脈硬化性疾患予防ガイドライン2022 年版」）

【脂質異常症診断基準】

140mg/dl以上 ⾼LDLコレステロール⾎症
120〜139mg/dl 境界域⾼LDLコレステロール⾎症

HDLコレステロール 40mg/dl未満 低HDLコレステロール⾎症
150mg/dl以上
（空腹時採⾎）
175mg/dl以上
（随時採⾎）

170mg/dl以上 ⾼non-HDLコレステロール⾎症

150〜169mg/dl 境界域⾼non-HDLコレステロール⾎症

LDLコレステロール

トリグリセライド
（中性脂肪）

Non-HDL
コレステロール

⾼トリグリセライド⾎症
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車内に設置された防音室

最適な検査環境を提供最適な検査環境を提供

聴力検査専用車を導入聴力検査専用車を導入




